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             本書は、この解決策を探るものではなく、現状を把握して、

認識し肯定しつつ、その条件での中で、当面、「生涯学習の 

             観点から」何をすればよいのか、何が効果的なのかを総合的 

に考えようとするものである。 

 

目次 

Ⅰ．研究概要 

 平成 15 年度～平成 19 年度私立大学学術研究高度化推進事業 

 （「学術フロンティア推進事業」）研究成果報告書概要 

 研究テーマ：生涯学習の観点に立った「少子・高齢社会の活性化」に関する総合的な 

 研究 

 【研究概要（中間報告から）】 

 

Ⅱ．研究報告 
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  ３．学術フロンティア推進事業の成果と今後への提案 

  ４．学術フロンティア推進プロジェクトの評価 
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